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1.　はじめに

近年日本の大学では，大学全入時代を迎え，学習意

欲の低下や授業外の学習不足といった問題が顕著と

なっている（1）（2）．しかしながら，第二外国語として

の初修中国語は，その言語学的な特徴に加え，授業時

間数の制約もあり，授業後の自習，とくに音声面を重

視した自習が必要不可欠である．こうした課題を解決

するために，われわれは，通常の対面授業，授業後の

eラーニング，および次回の授業の冒頭に行う確認テ

ストと発展学習からなる 3 段階学習プロセスのブレ

ンディッドラーニングを提案している．

提案手法に基づき，2010 年度 T大学教養学部言語

文化学科 1 年次の通年の実授業を対象に実施した実

証実験からは，提案手法による学習意欲の向上，復習

状況の改善，学習効果の向上といった効果を確認し 

た（3）．この T 大学言語文化学科（以下，T 大）は言

語専攻の学科であり，初修中国語の授業は，中国語学

習課程の入門基礎として重要な位置を占めている．具

体的には，同学科では外国語科目としての初修中国語

を週 2コマ，中国語会話を 1コマの計 3 コマを通年

開設し，それら授業は主に専任教員が担当するととも

に，受講者も中国語専修希望者が中心となっている．

一方，現在，日本の大学では，第二外国語受講者全

体に占める中国語受講者の割合が最も高いなかで，受

講者の圧倒的大多数を占めるのは非語学系学科の学習

者となっている．また，言語専攻の学科に対し，非語

学系の学部や学科では，中国語は一般教育科目の第二

外国語，選択必修科目ないしは選択科目として開設さ

れ，授業数も週に2コマないし1コマである．さらに，

授業担当は非常勤講師によることが多く，また，2年

次以降は非必修科目とされることが多いため，受講者

数も大きく減少する傾向にある．このように，非語学

系学科における中国語授業は，言語専攻の学科と比較

し，その位置づけ，授業数，担当教員の構成，学習者

の特性や受講動機などさまざまな面において異なり，

より多くの制約がある．

これまで，本研究で提案する 3 段階学習プロセス

によるブレンディッドラーニングの効果を T大にお

いて確認することができたが，非語学系学科の授業に
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